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茂住地電位臨時観測 

Temporal co-seismic geoelectric potential observation at Mozumi 
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陸域地下構造フロンテイア研究の一環として、茂住・祐延断層、跡津川断層でおこなわれた人工地震実験の際
に地電位観測を行った。人工地震の日時は2000 年 10 月 24 日 22 時 02 分から 10 分おきに４発おこなわれた。観測
点は岐阜県の茂住峠から富山県側に少し入った茂住断層付近で行った。発破点と観測点との距離は約 1Km であった。
電極は塩化鉛電極を使用した。 

 記録計は白山工業のLS8000WD で 2GBit の HDD を使用し、バッテリ－駆動とし、発破前から約２週間観測した。
記録の収録は 200Hz サンプリングで地震波形と同様とし、地電位記録で発破波形を観測することを目標とした。今
回最大薬量 100Kg（Ｓ３）で地震波同様に地電位変化が観測できたので報告する。 

 
 
陸域地下構造フロンティア研究の一環として、茂住・祐延断層、跡津川断層で行われた人工地震実験の際に地

電位観測を行った。 
 場所は図１に示すように、茂住峠（県境）の東約１Km の富山県大山町で、東茂住からは約１０Km の距離であ

る。（緯度 36.450 度Ｎ 経度 137.333 度Ｅ付近） 
 実施された人工地震は 2000 年 10 月 24 日 22 時 02 分（Ｓ１,12.5Kg）、12 分（Ｓ３，100Kg）、22 分（Ｓ２、

12.5Kg）、32 分（Ｓ４、25Kg）の４発で（図中星印）、地電位観測点からの距離はおおむね０.５～１km である。地
電位の観測期間は、電極の安定性を考慮して10 月 12 日から24 日にかけて観測した。電極はほぼＮーＳ（５０ｍ）、
Ｅ－Ｗ（３５ｍ）の両方向に配置した。電極は、電極の最上部が地中５０cm ほどになる深さまで突き棒で穴をあ
けた上で長さ３０cm、太さ３cm の塩化鉛電極を用い、接地抵抗低減材を入れて電極を押し込み、埋め戻した。ま
た地震計は発破観測に使用されるＬ２２Ｄ（Ｕ／Ｄ）を使用し、電極Ｅの近くに埋めた。 

 記録計は白山工業の LS8000WD で２GBit のＨＤＤを有している。バッテリー(105AH）駆動により、２００HZ
サンプリングで約１ケ月間の観測が可能で、今回は２週間前から観測した。観測記録にはハイサイクルの波が乗っ
ていた。これは国道４１号線沿いにある発電所の影響と考えられ 60Hz のハムである。ハムを取り除いた結果、最
大薬量のＳ３の発破で、地震波の波形と類似した地電位変化を取り出すことが出来た。図２に発破前後の３秒間の
記録を示す。 

 この臨時観測では次のようなことがわかった。 
（１）地震波形よりＮ－Ｓ成分は 0.02 秒早く、Ｅ－Ｗ成分は 0.01 秒遅く変化が生じている。 
（２）観測電圧は 0.2－0.3mV で、他の記録から推測すると震度１程度に思われる。 
（３）ノイズレベルはＮ－Ｓが0.6μV/m、Ｅ－Ｗが2.8μV/m 前後の値で、垂直地電位観測の際のノイズレベル

に近い、ＳＮ比の良い記録が取得できた。 
 また名古屋大学の垂直地電位観測や、今回の人工地震観測の地電位変化記録から震源から伝搬してきたもの

でなく、地震波の通過に伴う電気現象で記録されたものと思われる。これらの原因については電極付近の、地質構
造とその発電機構、震源環境など幾つかの要因が絡み合った結果と考えられ、今後の課題としたい。 



 


